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はじめにはじめにはじめにはじめに ガスクロマトグラフ用新規検出器として、誘電体バリア放電を用いた放電イオン化

検出器（Dielectric Barrier Discharge Ionization Detector: 以下 BID と表記）を開発した[1]。He ガス

放電による試料ガスのイオン化機構は、励起された He 分子が基底状態に戻る際に放出される真空

紫外光（70~90nm）による光イオン化[2, 3]、またはプラズマ内で生成された長寿命のメタステー

ブル原子によるペニングイオン化[4]と言われている。開発した BID のイオン化機構を明らかにす

るため、実験を行った。 

内容内容内容内容 開発した BID は、プラズマ生成部と電荷収集部から構成される。プラズマ生成部は石英

ガラス管と、3 個の円環状放電電極からなる。中央電極には低周波高電圧（1~30kHz, 4~10kVpp）

が印加され、接地された上下電極との間で石英管を誘電体とした誘電体バリア放電を行う。電荷

収集部は、金属電極（バイアス電極・収集電極）と絶縁体（アルミナなど）を積層してガス流路

を形成し、ガス下流側からはクロマトカラムから伸びた試

料導入用のキャピラリ管が挿入される。 

図 1 は、放電電源の出力電圧、出力電流および、収集電

極に接続した電流アンプの出力を同時に測定した結果で

ある。BID の放電は直流的な放電ではなく、高電圧の立上

り・立下りに一回ずつパルス状となっている。これに対し、

検出されたイオン化電流も、パルス放電に同期した非常に

短いパルス状（幅 10μsec 程度）として計測される。ペニ

ングイオン化が主体であるならば、パルス状放電であって

も、メタステーブル原子が拡散して電荷収集部に到達する

ことで、ブロードな出力となるはずであり、BID のイオン

化は真空紫外光によるものであると考えられる。 
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図 1. 放電電源電圧、電流およびイオ
ン化電流波形 
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